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海図を使いこなして

“おれは海賊王にな
る！”



地球の丸さを実感できる水平線

水平線



海図



緯度・経度のおさらい １

• 緯度は赤道を0度として南北それぞれを90度
にわけ、北を北緯、南を南緯として数える。

表記例 北緯35度４１分30秒

北緯35°４１’３０’’

北緯35°４１．５０’

35°‐４１．５０’Ｎ

35＿４１．５０’Ｎ



• 経度は、旧王立グリニッジ天文台をとおる子午
線を0度とし、東西にそれぞれ１８０度に分け、
東側を東経、西側を西経として数える。

表記例 東経１３９度４６分30秒

東経１３９°４６’３０’’

東経１３９°４６．５０’

１３９°‐４６．５０’E

１３９＿４６．５０’E

緯度・経度のおさらい ２



身近な位置情報（お手軽ＧＰＳ）



ＧＰＳで得られる情報
名称 緯度 経度 標高 日付 時刻(UTC) 測地系 方位

No. 1 32.4745 130.432 32 2007/10/17 1:58:28WGS84 -99999

No. 2 32.47451 130.432 32 2007/10/13 1:58:43WGS84 0

No. 3 32.47451 130.432 32 2007/10/13 1:58:58WGS84 0

No. 4 32.47451 130.432 32 2007/10/13 1:59:13WGS84 0

No. 5 32.47451 130.432 32 2007/10/13 1:59:28WGS84 0

No. 6 32.47451 130.432 32 2007/10/13 1:59:43WGS84 0

No. 7 32.4745 130.432 32 2007/10/13 1:59:58WGS84 0

No. 8 32.4745 130.432 32 2007/10/13 2:00:13WGS84 0

No. 9 32.4745 130.4319 32 2007/10/13 2:00:28WGS84 0

No. 10 32.4745 130.432 32 2007/10/13 2:00:43WGS84 0

No. 11 32.4745 130.432 32 2007/10/13 2:00:58WGS84 0

No. 12 32.47457 130.432 32 2007/10/13 2:01:13WGS84 0

No. 13 32.47474 130.4318 34 2007/10/13 2:01:28WGS84 351

No. 14 32.47496 130.4309 52 2007/10/13 2:01:48WGS84 286.3

No. 15 32.4748 130.4307 52 2007/10/13 2:02:03WGS84 274.2

No. 16 32.47471 130.4306 50 2007/10/13 2:02:18WGS84 337.7

No. 17 32.47465 130.4305 44 2007/10/13 2:02:33WGS84 253.2

No. 18 32.4746 130.4305 48 2007/10/13 2:02:48WGS84 316.6

No. 19 32.47468 130.4305 50 2007/10/13 2:03:03WGS84 238.6

No. 20 32.47461 130.4305 49 2007/10/13 2:03:18WGS84 238.6

No. 21 32.47463 130.4306 47 2007/10/13 2:03:33WGS84 358.5

No. 22 32.47468 130.4304 47 2007/10/13 2:03:48WGS84 162

No. 23 32.47469 130.43 47 2007/10/13 2:04:03WGS84 271.5

No. 24 32.47458 130.4257 47 2007/10/13 2:04:18WGS84 264.3

No. 25 32.474 130.4256 47 2007/10/13 2:04:33WGS84 195.3

No. 26 32.47326 130.4257 47 2007/10/13 2:04:48WGS84 185.3

No. 27 32.47251 130.4256 47 2007/10/13 2:05:03WGS84 179.2

No. 28 32.47237 130.4256 47 2007/10/13 2:05:18WGS84 183

No. 29 32.47233 130.4256 47 2007/10/13 2:05:33WGS84 187.8

No. 30 32.47232 130.4256 47 2007/10/13 2:05:48WGS84 214.5

No. 31 32.47228 130.4255 47 2007/10/13 2:06:03WGS84 214.5

No. 32 32.47217 130.4252 47 2007/10/13 2:06:18WGS84 243.5



GPSによる測位の原理

• 衛星の位置(SV1,SV2,SV3,SV4)が既知の
とき、各衛星とGPSレシーバとの距離
(d1,d2,d3,d4)が求まれば、球の方程式の
解として、GPSレシーバの位置(X,Y,Z)が
求まる。

• GPS衛星との距離は、電波の伝搬遅延

時間をスペクトラム拡散による測距技術
により求める。 この測位技術による測定
精度は1m以下(時刻差にして10のマイナ
ス8乗程度)である。 衛星の時計には、原

子時計が使われていて、標準時刻系
(UTC)に正確に同期している。 GPS測位

では、受信点の位置が求まると同時に、
伝搬時間差から逆算することで受信機時
計と標準時刻との補正量も求まる。



デファレンシアルGPS



日本測地系と世界測地系

世界測地系移行の概要

経線・緯線は、地球を測る「ものさし」です。
日本では「ものさし」のあてかたが、
世界共通の「ものさし」と違っていました！？

我が国では、改正測量法の施行前は、明治時代に
採用したベッセル楕円体を使用していました。明
治政府は、近代国家に不可欠な全国の正確な地図
である５万分の１地形図を作るために、基準点網
を全国に整備しました。この時採用された楕円体
が、改正測量法の施行前まで使用されてきたベッ
セル楕円体です。そして、当時の東京天文台の経
度・緯度が、天文観測により決定されました。こ
の位置が現在の日本経緯度原点となっています。
この測地基準系を「日本測地系」と呼んでいます。
全国に設置された基準点の経度・緯度は、日本経
緯度原点を絶対的な位置の基準として求められて
行ったのです。
しかし、VLBIや人工衛星により地球規模の観測

ができるようになった今日では、日本測地系は、
残念ながら、地球全体によく適合した測地基準系
であるとは言えなくなってしまいました。



ＷＧＳ８４

• World Geodetic System(世界測地系）1984の略語

米国が構築・維持している世界測地系です。GPSの軌道情報で
使われているほか、GPSによるナビゲ－ションの位置表示の基
準として使われています。

• GPSは、もともと軍事用で開発されたため、WGS系で運用され
ています。 WGS84は、高精度・継続性よりむしろリアルタイム性

が重要視される軍事、航法、海図、ナビゲーションの分野に適し
た世界測地系です。また、WGS84は、これまでに数回の改定を
行っていますが、その都度ITRF系に接近し、現在ほとんど同一
のものといえます。

• ITRF94座標系 International Terrestrial Reference Frame（国際地球基準座標系）1994の略語です。ITRF94座
標系は、IERS（International Earth Rotation Service：国際地球回転観測事業）が構築した３次元直交座標系で
す。この座標系では、地球の重心に原点を置き、X軸をグリニッジ子午線と赤道との交点方向に、Y軸を東経90
度の方向に、Z軸を北極の方向にとって、空間上の位置をX、Y、Zの数字の組で表現します。



海図の使い方（距離を測るとき）

必ず経度線上で測ること！



円筒図法 （メルカトール図法など）

メルカトル図法の地図において、出発地と目的地との間に直線を引いて経線となす角度（「舵
角」と言う）を測り、コンパスを見ながら常にその角度へ進むようにすれば必ず目的地に到着す
る。このコースは航程線（等角航路）と呼ばれ、多くの場合実際の最短距離（大圏コース）から
大きく外れるが、舵取りが容易であることから、羅針盤の発明された時代から広く利用されてき
た。



右舷・左舷は船の進行方向に向かって右側・左側のことです。 英語
では starboard side, port side と言います。 「starboard 」は
steering board の変化したものです。 左図、昔々のバイキングの

舟を見て下さい。 この頃の舟は「かじ」板をまだ舟の船尾の中心に据
え付ける技術がなかったので船尾の右側の舷側に「舵取り板」を付け
ていたのです。 その「舵取り板」すなわち "steering" board が訛(な
ま)って "star" board になったというわけです。 「port 」はその昔は
larboard と呼ばれていました。 "lar" とは 「Lares 」すなわちローマ

時代の「ラール」という「道路・海路の守護神」の事で、その神様の名
前が付いていたのですが、starboard との混同を避けるため舵取り板
のじゃまにならない「港に着ける側」すなわち左側を 「port の side 」
と呼ぶようになったわけです。 この用語は「飛行機」にそのまま取り
入れられています。 船と同じように左側が港の側ですから左側のド
アしか出入りに使わないというわけです。

基本的な用語



イージス艦“あたご”と漁船衝突



方位の決定（羅針盤とジャイロコンパス）





偏角の大きさは地球上の位置で異なる

The curved lines are isogons showing the angle between magnetic and true north .



真北：地軸の延長方向
磁北：地球磁場の極方向



方位求める



船上で方向を図るとは

針路：船首の方向（コンパスの方位）
進路：実際に船の進んでいる方向



ＧＰＳによる方法：緯度・経度の交点



測位方法：沿岸域



クロスベアリング法１



クロスベアリング法２



実航針路（潮流の影響で流される船）



実航針路・実航速力の求め方



潮流を加味した針路の決定



そんな事がわかって、なんのとくがあるんだ？



１３万円の試験料を払うと

船舶免許
が来る



海をよく知っていると
食料の確保ができる！？
62cm 2.8kgの大真鯛！！！


